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要旨：茨城県南部の鹿島台地において，MIS 5c 面構成層を侵食する河成層を見いだした．この

河成層を覆う関東ローム層の基底部のテフラを検討し，広域テフラ DKP と対比されることで，

この河成面が MIS 4 面に相当することを明らかにした．DKP が覆う MIS 4 面はこれまで茨城県

下では久慈川上流で確認されているが，鹿島台地では新たな報告となる．MIS 5c 面と MIS 4 面

の比高は 1 〜 2m と小さく，これは調査地が MIS 5c 面の尾根に近く，集水域も狭いことから河

川の下刻が進まなかったためと考えられる．

キーワード：大山倉吉テフラ，後期更新世，MIS 4，鹿島台地，地形区分

Abstract: In the Kashima Upland of southern Ibaraki Prefecture, fluvial deposits eroding the MIS 5c 
surface stratum were discovered. Examination of the tephra at the base of the Kanto loam layer overlying 
these fluvial deposits showed that it correlates with the widespread tephra DKP and that this fluvial 
surface corresponds to the MIS 4 surface. While the MIS 4 surface covered by DKP has previously been 
confirmed in the upper Kuji River region in Ibaraki Prefecture, this is the first report of this topographic 
surface on the Kashima Upland. The relative elevation difference between the MIS 5c and MIS 4 surfaces 
is small, only a few meters. This is likely because the study site was close to the ridge of the MIS 5c 
surface and the catchment area was narrow, preventing significant river deepening.
Keywords: Daisen-Kurayoshi tephra, Late Pleistocene, MIS 4, Kashima Upland, landform division 
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われるため，関東ローム層＝地形面被覆層の基底

付近のテフラに基づき形成年代が検討されてき

た．本報文では茨城県南部の鹿島台地において関

東ローム層の基底付近で新たに認められたテフラ

について報告し，その意義について考察する．

鹿島台地は茨城県南部で鹿島灘と北浦の間に

位置する長さ約 42 km，最大幅約 6 km の狭長な

1. はじめに

地域の地形発達史を復元するうえで地形区分

は重要であり，地形面の形成時期を特定するため

には離水層準の認定とその年代を求めることが必

要である．関東平野の更新統からなる台地では，

離水後に風成の火山灰土である関東ローム層に覆

【論文】
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図 1　鹿島台地標高分布図および調査露頭位置図

台地で，北部では西側の東茨城台地に接する．地

表面の標高は尾根状の中軸部で 40 ～ 45 m の範

囲で高く，周辺に向かって30 m以下まで低くなっ

ている（図 1）．北部では小丘状の高まりが点在

し，最高標高は 50 m に達する．鹿島台地の標高

は内陸側の東茨城台地や行方台地などに対して高

く，貝塚（1987）などにより関東造盆地運動の

東縁部の高まりと考えられた．早川（2000）は

台地中軸部で標高 40 m 前後の上位台地 A（MIS 

5eの海成面）と標高 30～ 35 mの上位台地B（MIS 

5c の海成面）に区分した．これに対し，大井ほ

か（2013）は鹿島台地中軸部より東側について，

地形面標高に依らず離水層準に広域テフラ K-Tz

（95 ka：町田・新井，2003）などの MIS 5c 期の

テフラが認められることから，一括して MIS 5c

に形成された鹿島面に区分し，地形面の標高差

はその後の構造運動によるものとした．そして

鹿島面構成層を海成の鹿嶋層とした（大井ほか，

2023）．Tamura et al.（2023）は鹿島台地中軸部

で掘削されたボーリングコア試料について OSL

年代測定を行い，関東ローム層直下の地形面構成

層からは MIS 5c の年代値を得ている．

2. 調査方法

標高分布については国土地理院の基盤地図情

報の航空レーザ測量 5 m メッシュ標高モデルを

用いて国土地理院の基盤地図情報ビューワにより

段彩図を図化すると共に，鹿嶋市発行の 1/2,500

都市計画図を参照した．テフラについては露頭に

おいてできる限り堆積物を除去した試料を採取

し，椀かけおよび超音波洗浄により粘土分を除去

し，50 ℃以下で乾燥した後，実体顕微鏡下でマ

フィック鉱物組成および火山ガラスの形態（吉川，

1976）を定性的に区分した．直方輝石，普通角

閃石，火山ガラスについては温度変化型屈折率測

定装置 MAIOT（古澤，1995）により 1 試料につ

き 30 点以上の屈折率を測定した．普通角閃石お

よび火山ガラスについては株式会社古澤地質に依

頼し，細井・古澤（2023）に示された分析条件

によりEDXによる主成分化学組成分析を行った． 



茨城県南部，鹿島台地における DKP テフラおよび MIS 4 面の認定

67

図 3　Loc.1の露頭状況とテフラ確認地点（地理院地図

の空中写真に加筆．崖記号で示す露頭範囲はドローン

空撮により確認した）．

3.　露頭記載とテフラ

3.1　鹿嶋市大小志崎露頭（Loc.1）

大小志崎露頭は鹿島灘に面する鹿嶋市北端

部にあり，台地面の地表面標高は 31～ 33 mで，

大井ほか（2013）の鹿島面の範囲に位置する

（図 2a）．地理院地図，数値標高データおよび

鹿嶋市都市計画図では台地地形が確認できる

が，その後の土砂採取により地形は大きく変

化している（図 3）．ここでは，下位の貝化石

層を挟み，生痕および生物擾乱が認められる

細粒砂層に，上位の斜交層理を示す細～中礫

を含む粗粒砂層が凹凸を持つ侵食面で重なる．

この粗粒砂層は大井ほか（2023）の鹿嶋層に

相当し，その最上部には潮間帯を示す白斑状

の Macalonichnus 生痕が認められる．そしてこ

の地層を削って最大層厚 65 cm のローム質砂

礫層が重なり，さらに関東ローム層，中粒砂

層が重なる．最上部の中粒砂層の砂は円磨度

が高く，台地上に吹き上げられた風成砂層と

考えられる（図 4）．

関東ローム層の基底には露頭中の①，②の

2 箇所でオレンジ色の最大層厚 3 cm のテフラ

層がパッチ状に挟まれるのが認められた（図 3，

4，5）．関東ローム層中に目視で確認できるテ

フラは本テフラのみである．なお，②の地点

では土砂採取後の整地により露頭が消失した．

両地点におけるテフラ層は粘土化により火

図 2　露頭毎の詳細標高分布図（白丸は露頭位置）



中里裕臣ほか

68

山ガラスは認められないが，マフィック鉱物

として自形を示す普通角閃石と直方輝石が豊

富に認められた．特に直方輝石には (100) 面の

劈開が発達した扁平な晶癖が特徴的に認めら

れた．普通角閃石と直方輝石の屈折率はそれ

ぞれ n2=1.675 ～ 1.682，γ =1.699 ～ 1.707 の範

囲にある（表 1）．

3.2　鹿嶋市荒野露頭（Loc. 2）および鹿嶋市

荒井露頭（Loc. 3）

Loc. 1 の南南東約 7 km の荒野露頭（Loc. 2）は，

大井ほか（2023）により鹿嶋層の最上部に広域

テフラ K-Tz が記載され，鹿島面を MIS 5c 面と

する根拠となった露頭の 1 つである．今回の調査

でも K-Tz を確認できた．K-Tz は鹿嶋層最上部

の層厚 20 cm のローム質砂層を覆う関東ローム

層基底に最大層厚 3 cm のパッチ状に挟在する黄

色細粒テフラ層で，平板型火山ガラスに富み，特

徴的に高温石英を含む（図 6a）．火山ガラスの屈

折率は n=1.497 ～ 1.500（1.499）（括弧内はモー

図 4　Loc.1の地質柱状図

図 5　Loc.1 露頭写真　a:Loc.1 ①地点（折尺は 1 m），

b:Loc.1 ①のテフラ，c:Loc.1 ②のテフラ
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表 1　テフラの岩石記載的性質

（比較テフラの火山ガラス形態は町田・新井（2003）による）

表 2　普通角閃石および火山ガラスの主成分化学組成

（火山ガラスについては水を除いて計が 100% になるように正規化した）
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ドを示す），主成分化学組成は SiO2 に富む珪長質

で，大井ほか（2023）と同じ結果が得られた（表 1，

2）．本露頭背後の台地の地形面標高は 34 ～ 35 m

であり，Loc. 1 の 31 ～ 33 m に対し 1 〜 2 m 高

いものの，比高は小さい（図 2b）．

Loc. 1 の 3.2 km 南南東の鹿嶋市荒井露頭（Loc. 

3）においても関東ローム層基底に平板型ガラス

に富む黄白色ガラス質テフラが，最大層厚 1 cm

のパッチ状に認められた（図 6b）．平板型火山ガ

ラスの屈折率 n=1.496 ～ 1.500（1.498）で，高

温石英を含むことから K-Tz に対比できる（表 1）．

ここでも露頭背後の台地の地形面標高は 34 ～ 35 

m である（図 2c）．

 

4　考察

Loc. 1で関東ローム層基底に挟在するテフラ

について，鈴木（1989，1990a），大井ほか（2023）

などによって茨城県南部で報告された MIS 5c

以降のテフラから対比候補を探索すると，普

通角閃石に次いで直方輝石に富むマフィック

鉱物組成とこれらの屈折率および直方輝石の

晶癖の類似から，大山起源の大山倉吉テフラ

（DKP：町田・新井，1979，2003；古澤・梅田，

2002）が対比候補となる（表 1）．この対比を

確認するため，長野県長野市信更町高野の高

野層（Loc. 4，図 8）で DKP に対比されてい

る SG（木村，1987；長橋ほか，2007，2016）
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図 6　Locs.2,3 露頭写真　a:Loc.2 の K-Tz，b:Loc.3 の

K-Tz

図 7　普通角閃石の主成分化学組成図（Mg# 値（Mg/

(Mg+Fe)）を横軸に，酸素数 O=23 に対する各陽イオン

数を縦軸にとり散布図として示す）

図8　調査地点とDKPの分布範囲との関係（破線は町田・

新井（2003）による DKP の分布範囲）

において DKP の可能性の高いテフラを報告し

た（図 8）．Loc. 1 の大小志崎露頭は竹本（1991）

および町田・新井（2003）に示された DKP の

分布範囲の南限よりもわずかに南に位置し，

DKP の分布範囲として妥当であると考えられ

る（図 8）．

Loc. 1 において，関東ローム層が覆うロー

ム質砂礫層は鹿嶋層最上部を削って堆積して

おり，Locs. 2，3 にみられる鹿島面より後に形

成された河成面を構成する（図 4，5a）．この

地形面の離水年代は DKP の年代である 59,570

± 2,739 SG06_2012 yr BP（長橋ほか，2016）

～ 60.08± 5.68 ka（鈴木ほか，2016）付近の

MIS 4 と考えられる．河成面としては，細井・

古澤（2023）が久慈川上流の茨城県大子町で

を参照試料として普通角閃石の主成分組成を

比較した．その結果，両者の分析値は各成分

で 1 σの範囲で重複することから，大小志崎

露頭における関東ローム層基底のテフラは

DKP と対比できる（表 2，図 7）．なお，DKP

の普通角閃石の屈折率および主成分化学組成

は，大山山麓で下位の大山関金テフラ（DSP）

と類似するが（長橋ほか，2007），ここでは噴

出規模と分布の広域性から DKP と大小志崎露

頭のテフラを対比する．

DKP は鈴木（1989，1996），竹本（1991），

茨城県地学会（2001，2007），細井・古澤（2023）

などによりすでに茨城県下で報告されており，

鈴木ほか（2016）は鹿島沖の MD01-2141 コア
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報告した DKP に被覆される河成面と同時期と

なる．細井・古澤（2023）はこの河成面を坂本・

宇野沢（1976）による久慈川中流域の Ag-KP（ca. 

44 ka）に覆われない第Ⅴ段丘と，那珂台地軽

石（NkP：貝塚，1957）に覆われる第Ⅳ段丘

の間の面として位置づけた．NkPは鈴木（1989，

1990b）により DKP の下位とされ，宇都宮地

域の Ag-MzP1 に対比されたが，その後，山元

（2013）により Ag-MzP2（ca. 60 ka）に対比さ

れたテフラである．鹿島台地の北側の那珂川

下流域では，早川・勝村（1982）により NkP

に覆われる M3 面と，そのすぐ低位に Ag-KP

に覆われる L1 面の分布が示されており，久慈

川上流域と同様に MIS 4 面の形成時期はこれ

らの間に相当する．

武蔵野ローム層の指標テフラである Hk-TP

（66 ka：青木ほか，2008）は，DKP の直下の

層位である（竹本，1991；鈴木，1996）．こ

のため，鹿島台地の MIS 4 面は利根川以南の

下総台地や武蔵野台地において Hk-TP 以上も

しくはより上位の武蔵野ローム層に覆われ，

MIS 4面と考えられている大堀川段丘面（中澤・

田辺，2011），中台面（杉原ほか，1972），M3

面（遠藤ほか，2019）などに相当する．下総

台地や武蔵野台地では一般に MIS 5c 面と MIS 

4 面の比高が大きく区分が容易である．これ

に対し，鹿島台地では MIS 5c 面の尾根からの

距離と集水面積が小さいことから河川の下刻

が進まないために MIS 5c 面と MIS 4 面との比

高が小さく，地表面標高のみでは MIS 4 面の

識別が難しいと考えられる．

鹿島台地の北浦側とその西側の行方台地お

よび東茨城台地には，MIS 5c の鹿島台地中軸

部より標高が低いが形成年代は MIS 5d 初期

と古い常陸台地下位面（大井ほか，2013）が

分布し，鹿島台地の南方の銚子半島では地表

面標高 25 ～ 30 m の台地面があり，MIS 5a の

海成面とされている（杉原，2008；Okazaki et 

al., 2022）．これらの海成面にも鹿島台地のよ

うに MIS 4 面が付随する可能性があり，その

分布や標高が最終間氷期以降の関東構造盆地

東縁部の発達史の解明に資することが期待さ

れる．

5.　まとめ

茨城県南部の鹿島台地において，関東ロー

ム層基底に約 6 万年前に噴出した広域テフラ

DKP を認定し，この降灰時期に形成された

MIS 4 面があることを明らかにした．調査地

点の周辺には，関東ローム層基底に約 9.5 万

年前に噴出した K-Tz が挟在することから MIS 

5c 面とされる地形面が分布するが，両者の比

高は 1 ～ 2 m 程度であり，地表面標高のみに

よるこれらの地形面区分は難しい．今後，鹿

島台地およびその周辺地域の地形面について

離水層準の認定とその年代に関する知見をさ

らに蓄積し，関東構造盆地東縁部の地形発達

史の解明を進める必要がある．
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